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生年月日　1982年 9月兵庫県生まれ
最終学歴　北海道大学大学院
　　　　　工学研究科修士課程修了
業務経歴　2008年㈱大林組入社
　　　　　2008年守山SC工事事務所
　　　　　2008年大阪本店設備設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　公務員宿舎伊丹住宅
2010年　阪急天六マンション
2010年　サムスン横浜研究所
2011年　堂島 2丁目マンション
2011年　神戸製鋼所本社ビル
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神戸製鋼所本社ビルにおける環境配慮型技術の導入と運用評価
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● 建築形状による環境負荷
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自然換気システム
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●災害への対応
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●運用評価
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●今後の展望
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建物外観

FL

FL

事務室

垂直

ペリメーター
ピーク負荷

89.4kW/h
（基準）

82.5kW/h
（92.3%）

76.2kW/h
（85.0%）

73.5kW/h
（82.0%）

窓面からの
年間日射負荷

150,286MJ/年
（基準）

137,608MJ/年
（91.5%）

※Low-E（クリア）：Low-e（t＝8）＋A6＋PW6.8とした場合

125,483MJ/年
（83.5%）

122,471MJ/年
（81.5%）

窓形状

採用
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（図- 1）左：断面詳細図　右：外装の検討過程
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（図- 2 ）自然換気断面図

5月

電気

5～9月合計＝12,056,948MJ
　　　　　　 513.2MJ/㎡
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（図- 3）一次エネルギー消費量
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（図-4）消費電力ピーク日の電力使用量


